
びわ湖鉄道歴史研究会 

私鉄の雄・関西鉄道・草津線の歴史研究 Ⅶ       平成 2９（2017）年５月２５日㈭ 

 

１ 桜ノ宮線の誕生 

（１）陸軍からの要請 

➀ 関西鉄道の大阪側ターミナルの網島駅の整備という動き（明治 30 年）のなかで、明治３１年 11 月に陸

軍で特別大演習（大阪府下泉北郊野―天皇臨御）が行なわれることになった。 

➁陸軍当局は同大演習に参加する名古屋方面の軍隊を泉北の演習地に効率的に移動するには、名古屋から関

西鉄道―大阪鉄道梅田線（後城東線・大阪環状線）―南海鉄道とを最短距離で接続させる必要があった。 

➂陸軍当局より内意を受けた大阪府知事は、陸軍大演習、軍事輸送用の鉄道路線として関西鉄道網島駅から

北々西約 1キロメートル余の大阪鉄道梅田線桜ノ宮駅までの仮設連絡線（1．1㎞）の敷設を関西鉄道に要請。

➃明治３１年 9月 16 日に「仮設連絡線」の工事認可。同年 11 月 10 日竣工。 

 

（２）陸軍にとって桜ノ宮仮設連絡線の敷設はなぜ必要だったのか 

「当時の日本帝国軍部は、先の明治 27～28 年にわたる日清戦争に勝利しながら、ロシアを筆頭とする三国

干渉という国際的圧力に屈したことから、清国の背後に在って南下の機を窺うロシアを強力な仮想敵国とし

て警戒を深めつつあった。そうした軍事的見地から極東アジア情勢を見据えての軍事的対応を念頭に置い

て、対外戦略上西日本地域における鉄道輸送ネットワークの役割に関心を強めたといってよい。例えば、中

部日本（名古屋）地区の兵団を一朝有事の際に極東アジアの戦線に投入するため、陸軍当局が大阪港ないし

以西の要港から軍隊を出勤させることを想定し、官設東海道本線よりも短い距離で、かつ場合によってはそ

の代替線となり得る形で名古屋と大阪を結ぶ私設関西鉄道をその輸送軍事化構想に踏み込もうとする発想

は十分あり得たと考えられる『生駒経済論叢』第 7巻第 1号―明治中期・私設関西鉄道桜ノ宮線建設と桜ノ

宮駅々勢の展開―宇田正 2009 年 21～22 頁」。 

 

（３）桜ノ宮線を営業線とする 

➀関西鉄道は、名古屋―大阪（片町、網島）の全通（明治３１年１１月１８日）により、客貨の収入が増加。

➁大演習終了後の明治 32 年 2 月 13 日、網島から既設の大阪鉄道梅田線桜ノ宮停留場までの桜ノ宮仮設連絡

線を正式な本鉄道とし、大阪鉄道を介して全国レベルの官設鉄道網の西日本の要、大阪駅への進出を図った。 

➂桜ノ宮延長線の免許を明治 33 年 2 月 23 日に獲得、路線の建設・整備にかかり、明治 34 年 12 月 21 日加

茂―放出―寝屋川―網島―桜ノ宮を結ぶ「桜ノ宮線」として開業。 

 

（４）関西鉄道は網島というターミナルを大阪進入戦略の最終ゴールとは見ていなかった 

➀関西鉄道は旅客ターミナルとしての網島の位置は官設鉄道の梅田や大阪鉄道の湊町とくらべて市の中心

から離れて立地し、遜色があることは否めぬところであった。 

➁こうした関西鉄道の大阪進入のアグレッシヴな動きは、大阪都市圏において先発同業の大阪鉄道の立場を

おびやかすものにほかならなかった。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 大阪鉄道との合併 

（１）大阪鉄道について 

現在のＪＲ関西本線の大阪側部分にあたる湊町（現 JR 難波）～奈良間と王寺～桜井間（和歌山線、桜井

線）などは大阪鉄道（Ⅰ）によって敷設が進められた。 

 

 

大阪鉄道歴史年表 

明治 西暦 その他の鉄道 

21 1888 3 月 1 日：大阪鉄道創立 

22 1889 5 月 14 日：湊町・柏原間開業 

23 1890 12 月 27 日：王寺・奈良間開通 

24 1891 3 月 1 日：王寺・高田間開通 

25 1892 2 月 2 日：王寺・柏原間開通（湊町・奈良間全通） 

26 1893 5 月 23 日：王寺・桜井間開通、奈良一柘植間の免許申請 

28 1895 5 月 28 日：現環状線の東側部分（城東線）天王寺・玉造間開通  

10 月 17 日：城東線天王寺～梅田（大阪）間完成 

 

 

（２）大阪鉄道が湊町を起点にした理由 

➀当時の湊町は水陸連絡設備をもつ駅として、貨物輸送の大きなウエイトを占めていた水運による輸送を図る

のに容易な、文字どおり湊町であった。 

➁発着駅の湊町ターミナル駅の西側には掘割があり、これが道頓堀川・西横堀川・難波新川などの荷積卸場と

直結する。さらに、大阪市中の航運に直接連絡する貨物輸送ルートを開設し、大阪港にも通じ、以後水都大阪

の商工経済を支える近代的物流体制の一環を担うこととなった。 

 

 

 

 



 

 

（３）大阪鉄道との合併 

➀関西鉄道は多くの鉄道会社との合併をくりかえしその量的拡大を図ってきたが、その中でも最大の合併は大

阪鉄道との合併である。 

➁関西鉄道のとどまるところを知らない勢いは、関西鉄道とほぼ同時期に創立し、大阪市内や阪奈間近郊に路

線展開し、安定的な私鉄経営を展開していた大阪鉄道にとって、その営業圏をおびやかすもので、両社の間に

緊張関係を生ずるきっかけとなり、大阪鉄道の経営陣に危機感を抱かせる。 

➂大阪鉄道の内部から狭い地域における競争は相互の不利益になるとして合併の話がもち上がった。 

➃【大阪鉄道の合併経緯】 

明治 33（1900）年 2月関西鉄道、大阪鉄道合併談進行。 

       3 月 26 日 関西・大阪合併交渉委員会  条件面で決裂 

―背景には大阪鉄道の良好な経営状況があった。 

4 月 6 日 大阪合併派、松本重太郎に合併交渉一任。 

       4 月 23 日 合併仲裁会、合併案可決。 

            大阪合併反対派運動始まる。 

5 月 14 日 大阪合併反対派は少数派を見越し、株主総会欠席を決定。 

5 月 15 日 大阪鉄道株主総会―質問多数あるも賛成大多数により合併原案可決。 

            関西鉄道株主総会―賛成大多数により合併原案可決。 

（『鉄道企業と証券市場』片岡豊 2006 年 日本経済評論社 より） 

 



 

➄関西鉄道は同日付を以て、「大阪鉄道株式会社ノ全線及付属財産一切ヲ譲受ケ当会社ノ延長線（略）トシテ

運輸営業」するとして主管庁に出願。 

➅主管庁は半月後の明治３３年５月３１日付けで「大阪鉄道ノ延長線卜為シ運輸ノ業ヲ営ム」とした免許状と

大阪鉄道解散の命令書を発令。 

➆明治３３年６月６日、大阪鉄道は自社の全財産を関西鉄道に譲渡し任意解散➡関西鉄道は大阪鉄道を買収合

併。ここに関西鉄道は社運を賭けた大型合併を実現したのである。 

 

 

（４）名阪ルートの確立 

➀関西鉄道は湊町を得たことにより、湊町を名阪連絡幹線の旅客、貨物の大阪側ターミナルをとし、大仏線を

本線に格上げして元大阪鉄道ルートの湊町・奈良・名古屋間（174.9 キロメートル）を本線とした。ここに名

古屋～奈良～大阪湊町の名阪間ルートが確立。 

➁名古屋・湊町間は 5 往復で、うち 2 往復は急行で所要 4 時間 58 分。また、湊町・奈良間は名古屋直通を含

めて 1時間ごとの運転で所要 1時間 47 分。 

 

 

（５）「官設鉄道との名阪間の競争」 

➀国内幹線鉄道輸送の面で、名古屋・大阪（湊町）の両大都市圏相互間の貨・客輸送路線として関西鉄道は官

設東海道本線に対して独自な併行路線を形成。 

➁とくに明治３０年代中～後期において両社は利用者の拡充に努め、しばしば過当競争を繰り返す。これが世

にいう「官設鉄道との名阪間の競争」である。 

 

（６）網島―加茂ルートの役割の低下 

➀名古屋～奈良～大阪湊町の名阪間ルートの確立➡かつては、関西鉄道の大阪都市圏進出工作により全通を見

た名古屋・網島間の名阪連絡幹線（加茂以西の元浪 ・城河両鉄道ルート）はローカル線区へと格下げされた。

このため網島はターミナルとしての機能を失った。 

➁【名古屋―網島間の名阪間連絡幹線全通後（明治 31 年 11 月 18 日）の明治 32 年 4 月現在の時刻表】 

網島発上り列車本数は、名古屋行 5（うち急行列車 2）、愛知行 1、加茂行 2、四条畷行 8、網島着下り列車も

上りにほぼ対応しているとみてよい。 

 



➂【明治 35 年 8 月現在の同線の運行形態】 

（明治 33 年 6 月：大阪鉄道が買収合併、明治 34 年 12 月 21 日：網島線を延伸して桜ノ宮線が開業） 

〇大阪（桜ノ宮）・加茂間という地方的区間運転に限局されている。 

【上り列車】 

加茂行 4 （うち網島発１）、津田行 4、四条畷行 ２（うち網島発１）、網島行 2 

【下り列車】 

加茂発 ４、津田発 ４、四条畷発 ２（うち網島着 1）、網島発 １（桜ノ宮経由大阪行） 

『生駒経済論叢』―明治中期・私設関西鉄道桜ノ宮建設と桜ノ宮駅々勢の展開―私設大阪鉄道の関連

を中心にー第 7巻第 1号 宇田正 2009 年 ３６頁～３７頁―」 

（奈良市史） 

（７）湊町駅の盛衰 

➀明治３３年度下期から７年後の同４０年度上期末までの間の同社の鉄道事業総収入額に占める貨物輸送収

入額の比率は、２４パーセントから２１パーセントに僅かながら減少。 

➁わが国の国内貨物の輸送体系も在来の河川・沿岸輸送から鉄道輸送へ。そして自動車の新規参入による道路

輸送へとシフトしていく予兆➡その後、湊町駅の重要性も失われていくことになった。 

➂さらに、大阪ミナミを代表する繁華街は心斎橋や道頓堀で、これらは江戸時代から続く盛り場。南海電鉄難

波駅と湊町駅と、この繁華街までのわずかの距離の差が、後年になって両鉄道会社の発展の明暗を決定づけた

ともいえよう。 

 

 

 

 

３ 近畿地方鉄道大合同計画 

➀明治３７（1904）年から３８（1905）年にかけて展開された鉄道の合同統一についての動きの中で、注目さ

れるものに「近畿地方鉄道大合同計画」がある。 

➁関西鉄道のまわりには、明治 33（1900）年に合併した大阪鉄道のほかに奈良鉄道（京都一奈良一桜井間）、

南和鉄道（高田一二見間）、紀和鉄道（五条一和歌山間ほか）、河南鉄道、南海鉄道、高野鉄道（現南海電気鉄

道高野線）などが多数開業していた。そうした中小鉄道会社の分立の弊害が問題視されるようになり「近畿地

方の私鉄合同」の機運が高まってきた。 

➂しかし、「近畿地方私鉄大合同」は、関西鉄道と最大手の南海鉄道との間で利害が調整できず実現しなかっ

た。 

➃結局、関西鉄道が明治 37（1904）年 8月に紀和鉄道（五条・和歌山間）、12 月に南和鉄道（高田・五条間）、

そして明治 38（1905）年 2月に奈良鉄道を各々合併したのみとなった。 

 

 



４ 近畿一円に拡大する路線網 

➀明治３７（1904）年８月２７日、関西鉄道は自社線と直接つながっていない紀和鉄道（五条―和歌山 50.9

㎞ 明治 31 年開通）を譲受け。 

➁明治３７年１２月９日南和鉄道（大和高田―五条 明治 29 年開通）譲受け―紀和鉄道の関西鉄道との合併

により、ほとんど孤立の状態となったことを意識。この時点で王寺―和歌山市間は和歌山線となった。 

➂奈良鉄道（明治２９（1896）年４月１８日京都・奈良間開通、明治３２年１０月１４日、奈良―桜井間開通

61.5 ㎞）の譲受け 

明治３７年５月２４日に近畿私鉄大合同計画の交渉がなされ、奈良鉄道は経営の悪化から関西鉄道との合同

交渉も順調に推移し、明治３８（1905）年２月７日関西鉄道に一切を引き渡して解散した。 

➃関西鉄道は近畿一円と東海にまで延びる広大な一大私鉄路線網を形成。 

➄奈良鉄道の奈良―桜井間は、高田―桜井間と合わせて明治３８年７月以降、桜井線とよばれ、今日に至る。 

 

 

 



 

（四日市市史） 



６ 木津付近の路線の変遷 

（１）加茂―木津間の連絡線敷設の認可 

鉄道国有化直前の明治４０（1907）年８月２１日、加茂―木津間連絡線が完成に及んで、京都線は京都―木

津間となり、ついで奈良線への線名変更が実施された。 

（２）木津付近の路線の変遷（Ⅰ） 

❶関西鉄道は念願の大阪都市圏進出を果たすために、城河鉄道、浪速鉄道を合併（明治２９年７月）、明治３

１（1898）年６月４日、片町―新木津間を開通。その後、新木津一木津間を奈良鉄道と接続するために、明治

３１年９月１６日に新木津一木津間が開通。 

❷明治３１年１１月１８日、関西鉄道の加茂・新木津間の開通（→網島―名古屋間全通）。明治３２（1899）

年５月２１日、加茂・奈良間（大仏経由）の開通に伴い関西鉄道は木津で奈良鉄道と連絡する必要がなくなり、

新木津―木津間の利用者も減少➡明治３４（1901）年１月新木津―木津間の連絡線をいったん休止。 

 

❸加茂―木津間の連絡線敷設の認可 

➀明治３８年２月７日に関西鉄道が奈良鉄道を買収することにより、木津を大阪、奈良、京都の接続点とす

ることとしたため、 

➁明治３９年７月、加茂・新木津間の路線を廃止の認可を受け、同時に加茂・木津間連絡線の敷設の認可を

うける。 

 

 

 

（３）木津付近の路線の変遷 （Ⅱ）  

明治４０（1907）年８月２１日、木津付近で次の❶～❹の大幅な路線変更が行われた。 

❶明治３９（1906）年７月に加茂より新木津に至る路線の廃止と加茂より（５．３キロメートル）の地点から

関西鉄道京都線（旧奈良鉄道）木津に至る連絡線敷設認可、着工後、明治４０（1907）年８月２１日加茂―木

津間が営業開始。 

❷明治３４（1901）年１月にいったんは廃止された新木津・木津間の路線が再開。 

❸加茂―木津間の開通と同時に加茂より新木津に至る路線の廃止と同時に新木津駅は閉鎖。 

❹加茂―木津間の開通により加茂から大仏経由の奈良への路線（通称大仏線）は休止となり、明治４１（1908）

年１１月には廃止。 

 

 



 

 

 

こうして、木津駅は最初、奈良鉄道（現在の奈良線）の駅としてつくられたが、先の❶～❹のように木津駅

のまわりの線路は非常に複雑な過程を経たうえで、関西線、奈良線や片町線の三つの線が合流したところに

形成されたため、広い構内を持っているのである。 

木津駅の北に加茂－新木津間の線路跡が道路になっていて、奈良線の下をくぐっている。かつての立体交差

の跡である。駅舎から出て、駅の北側を歩きまわると、こうした線路跡を訪ねることができる。 

７ 桜ノ宮線（寝屋川ー桜ノ宮）の廃止 

➀明治 40 年代に入り関西鉄道が国有化。桜ノ宮線も全国的鉄道網中の一短小線区としての存在となってし

まった。 

➁明治 45 年 5 月、国鉄城東線京橋駅に同じく片町線の駅が併設されるのと引きかえに大正 2年 11 月、桜ノ

宮線は廃止されてしまった。それに伴って網島駅も廃止された。 

 

 

 

今後の日程   

◎平日大津生涯学習センター学習会 

６月２９日(木) １３：３０『関西鉄道・草津線敷設歴史研究 Ⅸ』 

7 月２０日㈭ １０：００『近江鉄道敷設歴史研究 Ⅱ』 

◎土曜日学習会  大津市生涯学習センター  

６月１０日 １３：３０～ 『関西鉄道・草津線敷設歴史研究 Ⅷ』 

7 月 ８日 午前１０：００～『近江鉄道敷設歴史研究 Ⅰ』 

 

 

 

 

 

 


